
病児・病後児保育のご案内病児・病後児保育のご案内

②職場体験ツアー
　市内で働きたい人（高齢者や子育て世代、障
がい者など）が入社してからのミスマッチを防
ぐため、事前に現場を知ってもらうためのツア
ーを予定しています。事業所のみなさんには業
務内容の説明後、作業現場を案内していただき
ます。８月から実施する予定です。

募集職種　（①・②いずれも）市内事業所
申込先　農水商工課商工労政係　

 26  2810　
 syoko@city.toba.lg.jp

①雇用アドバイスおよびプチ勤務カタログ
　市民就労を促進するため、専門家による事業所ヒアリ
ングを行い、アドバイスをきっかけに求職者のニーズに
合った業務の分解や職場環境の改善を推進します。ま
た、業務分解の結果をまとめた「プチ勤務おしごとカタロ
グ」による無料職業相談を行い、市民のみなさんの雇用
につなげていきます。
　６月から７月にかけて専門家によるヒアリングを実施
し、９月にプチ勤務おしごとカタログの完成を予定してい
ます。

●鳥羽市または志摩市在住　●一般に風邪とよばれる状態
●骨折、やけど、外傷などの外科的疾患で保育可能な状態
●ましん（状態による）、風しん、そのほかの伝染性疾患（専用の部屋での保育）
●そのほか担当医が利用可能と判断した状態
　　　　　生後６か月～小学校６年生（１日４人程度まで）
　　　　　よいこ病児保育室　（☎ 0599 46 0415）
志摩市阿児町鵜方 3009-23（志摩こどもの城クリニック２階）
※市の委託事業として運営しています。
　　　　　午前８時 30 分～午後５時 30 分（延長午後６時まで）
　　　 土曜・日曜日、祝日および志摩こどもの城クリニックの臨 

時休業日

　病児保育とは、お子さんが病気のときや病気の回復期に、保護者のかたが就労
や傷病などのやむを得ない理由でお子さんの看護、保育ができない時に快適な療
養環境を提供し、医療機関で一時的に保育を行う事業です。

健康福祉課子育て支援室　  25 １１84

農水商工課商工労政係　  25 1156

預かることができる状態
志摩こどもの城クリニックに併設

明るい保育室で保育を行います

伝染性疾患のお子さんを
保育する専用の保育室

専用の調理室で給食を調理

　　　　　利用は原則として事前登録が必要です。よいこ病児
保育室または医療法人童心会はね小児科医院で登録できます。

対象年齢
実施場所

保育時間
休日

利用料金

登録方法

利用時間 利用料 食事代
１日（５時間以上） ２，０００円 ５００ 円半日（５時間未満） １，０００円

延長（午後５時 30 分以降） １，０００円 ―

「プチ勤務おしごとカタログ」への掲載や
職業体験ツアーへ参加を希望する事業所を募集します

　※下記に該当する場合は、上記金額の半額
　 ①同時に兄弟姉妹を預ける場合　②一人親家庭で非課税世帯 

③生活保護世帯
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暑さを避けよう 地面の
照り返しに注意

水分補給を！

のどが渇いてなくてもバランスのよい食事で
体調をととのえよう

熱中症に注意しましょう
　熱中症とは、室温や気温が高い中で、体内の水分や塩分（ナトリウム）などのバラ
ンスが崩れ、体温の調節機能が働かなくなり、体温上昇、めまい、体のだるさ、ひどい
ときにはけいれんや意識の異常など、さまざまな障がいを起こす症状のことです。
　のどが渇いていなくても、こまめに水分・塩分を補給し、無理をせず適度に休憩を
とることが熱中症予防のポイントです。

水
分
・
塩
分

軽
症

重
症

✚ 熱 中 症 の 応 急 手 当 ✚
✚ 涼しい場所へ移動し、衣服を緩め、安静に寝かせる
✚ エアコンをつける、扇風機・うちわなどで風をあて、体を冷やす

※持病があるかたや子どもについては、かかりつけの医師とあらかじめ相談し、熱中症対策についてのアドバイスをもらいましょう。

消防署救急係　　　 25 2821

熱中症の分類と対処方法
重症度 症　状 対　処 医療機関への受診

◦めまい　　 ◦立ちくらみ
◦こむら返り  ◦手足のしびれ

◦涼しい場所へ移動する
◦水分・塩分補給

症状が改善すれば受
診の必要なし

◦頭痛　 ◦吐き気
◦体がだるい・力が入らない
◦集中力や判断力の低下

◦涼しい場所へ移動する
◦十分な水分・塩分補給
◦体を冷やす
◦安静にする

口から飲めない場合や
症状の改善が見られな
い場合は受診が必要

◦呼び掛けに対して反応が
　おかしい
◦会話がおかしい
◦けいれん
◦普段どおりに歩けない  など

◦涼しい場所へ移動する
◦安静にする
◦体が熱ければ保冷剤な
　どで冷やす

ためらうことなく
救急車（１１９）を要請

脇の下・太もものつけね
などを冷やす

飲めるようであれば
水分・塩分を少しずつ
数回に分けて取らせる

　昨年も全国ではたくさんのかたが熱中症で救急搬送されました。
　また人口10万人あたりの熱中症による救急搬送は、三重県は全国で
も５番目に多いという状況でした。

三重県 全国

1,906人 95,137人

平成 30年度熱中症搬送人員
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